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　2006 年 8 月、京都大学の山中伸弥教授が、分化した成熟細胞に 4 種類の遺伝子を導
入することによって、万能分化能を有する細胞をマウスで作成することに成功し、この




　2007 年 11 月、マウスに於ける iPS 細胞の発見の 1 年後、山中教授によりヒト細胞で




















































げている。さらに 2000 年には小児保健法（Children's Health Act）を制定し、国立小
児保健発達研究所に全米子ども調査を実施する権限を与えて、調査実行のための準備を進
めてきた。さらに、2009 年 1 月から、年間約 100 億円を越える予算を投入する大規模疫
学研究が開始された。我が国でも環境省は小児の環境保健に関する検討を行ってきたが、











































予防センタ （ーCDC）では、世界的なタミフル耐性 A ソ連型ウイルス (A/H1N1) の拡がりを報告しており、
我が国でも国立感染症研究所をはじめとする調査チームの報告によると、A ソ連型タミフル耐性株の








Global Influenza Surveillance Network (FluNet)
を通じて、耐性ウイルスの調査を強化している。その
報告によると、タミフル耐性ウイルスはインフルエンザ
ウイルスのA/H1N1（Aソ連型 ) 注 1、2）で高頻度にみら
れ、2008 年 4 ～10 月時点での世界全体の出現頻度


















報告によると、2008 年から 2009 年に検出された全
ての Aソ連型に占めるタミフル耐性ウイルス株の割合
は、アフリカ諸国全体とオ スートラリアが 80% 台、米




チームの報告によると、2007 年が 0.3%、2008 年
は 3% 未満であったが、2009 年 1 月 30 日報告時点













1)　World Health Organization. Influenza A (H1N1) virus resistance to oseltamivir - 2008 influenza season, southern 
hemisphere. 14 October 2008：http://www.who.int/csr/disease/influenza/H1N1200801013.pdf
2）　CDC issues interim recommendations for the use of influenza antiviral medications in the setting of oseltamivir 
resistance among circulating influenza A (H1N1) viruses, 2008-09 influenza season. Health Alert Network. 
December 19, 2008.
3）　地方衛生研究所別オセルタミビル耐性株（A/H1N1）検出情報（感染研受領・解析）、国立感染症研究所感染症情報センター 
Infectious Agents Surveillance Report(IASR)：http://idsc.nih.go.jp/iasr/graph/tamiful2.gif (2009 年 1 月 30 日更新 )
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法案が 2 月 4 日に下院で可決された。
トピックス 2　米国の地上デジタル放送の完全移行が延期
参　考
1)　米国連邦通信委員会 (FCC) Public Notice：http://hraunfoss.fcc.gov/edocs_public/attachmatch/FCC-09-6A1.pdf
2)　「DTV Delay act」：http://frwebgate.access.gpo.gov/cgi-bin/getdoc.cgi?dbname=111_cong_bills&docid=f:s352es.txt.pdf
3)　TV Converter Box Coupon Program Website; http://www.dtv2009.gov
4）　Nielsen Media Research 発 表：http://www.nielsenmedia.com/nc/portal/site/Public/menuitem.55dc65b4a7d5adff3f659
36147a062a0/?vgnextoid=0e14122c53ffe110VgnVCM100000ac0a260aRCRD
　米国連邦通信委員会 (FCC) は、2009 年 2 月17日
に予定していたアナログ・テレビ放送の停止を2009 年
6 月12 日まで延期すると発表した 1）。オバマ新大統
領の政権移行チームは、デジタル放送への完全移行
日の延期を検討するように連邦議会に要請し、これを
受けて法案「DTV Delay Act」2）が 1月に上院を通過




米約 1800 のテレビ局のうち368 のテレビ局は FCC の
許可を受けて 2月17日にアナログ放送を終了したが、
ABC・CBS・Fox・NBC の大手キー局は 6月12 日ま
でアナログ放送を続ける予定である。
　米商務省傘下の電気通信情報局は、2008 年 1月よ









　2008 年 12月3 日時点で、3,600 万枚余りが配布さ




に 6 億 5 千万ドルの予算を追加した。また、2009 年
1月18 日の調査によれば、米国全世帯の 5.7％がデジ






















る 700MHz 帯（UHF 帯 52 から 69 チャンネルに
相当）は周波数毎に競売にかけられ、AT&T モビリ
ティー (ATTM) やベライゾン・ワイヤレス (VZW)




　日本でも 2011 年 7 月 24 日にアナログテレビ
放送の停止をひかえて様々な準備がなされており、
低所得者層への支援なども検討にのぼっている。
科 学 技 術 動 向　2009年 3月号
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　2009 年 2 月 2 日、（株）ジオスチームは福岡県北九州市で、国内最大となる年間処理能力 11,000 ト
ンの PCB 汚染土壌処理施設の本格的な実用運転を開始した。この浄化技術は、汚染土壌を加熱して




トピックス 3　国内最大の PCB 汚染土壌浄化施設が実用化
参　考
1)　東芝プレスリリース：http://www.toshiba.co.jp/about/press/2009_02/pr_ j0201.htm



































験を通じて、PCB 濃度 14,000mg/kg の汚染土壌に
対しても、その浄化性能（浄化後 PCB 濃度 0.1mg/
kg 未満）や安全性（排ガス、排水、周辺環境等）が確
認された。2007 年 8 月より小規模施設（年間処理
能力 1,700 トン）での実用運転を開始した後、2008
年 10 月からスケールアップした実証試験（年間処
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　1 原子厚さの炭素原子シートであるグラフェンは、特異かつ優れた性質からフレキシブルな電子回
路やテラヘルツ帯で動作するトランジスタなどを実現する材料として研究が進められている。2008 年
12 月、米国 IBM 社の研究グループは、ギガヘルツ帯で動作するグラフェンベースのトランジスタでこ





1)　科学技術動向 No.75，2007 年 6 月号 p.7
2)　IBM 社プレスリリース：http://www-03.ibm.com/press/us/en/pressrelease/26302.wss
3)　Lin, Y. M. et al., “Operation of Graphene Transistors at Gigahertz Frequencies” Nano Lett. Vol.9, 422-426(2009)

























確認し、ゲート長 150nm で 26GHz を得た。研究
グループでは、ゲート長をさらに短くすることで、
テラヘルツトランジスタも可能と期待している。
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試験衛星Ⅷ型「きく 8 号」2）である。「きく 8 号」は、
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トピックス 6　ベトナムにおいて High-tech 法が成立








Law）が成立した。同法は、2008 年 11 月にベトナム
議会を通過したあと、2008 年 12 月 5 日にベトナム



























































ては、2001 年 1 月に施行された「科学技術法」（Law 
on Science and Technology）、2007 年 7 月に施行さ
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iPS細胞に関する研究動向と課題
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図表 1　自己細胞治療の概念図








































































































































































































































































図表 3 に示す 8 個の目標を掲げ、
iPS 細胞の本質、安全な分化誘導技
術等の基礎研究を受け持つ。




















くの HLA タイプのヒト iPS 細胞
































【リライト】 ライフサイエンスユニット 客員研究官 鷲見芳彦
概要
 年 月、京都大学の山中伸弥教授が、分化した成熟細胞に 種類の遺伝子を導入す
ることによって、万能分化能を有する細胞をマウスで作成することに成功し、この細胞は
人工多能性幹細胞；細胞（）と命名された。

































再生医療実現化を目指したヒト iPS 細胞・ES 細胞・体性幹細胞研究拠点
慶應義塾大学 岡野　栄之





















　ヒト ES 細胞・iPS 細胞を用いた神経系・感覚器系・血液系細胞の高
効率の分化誘導技術開発を実施する。同時に、その安全性を向上させ
る培養技術開発や、産生された有用細胞の純化技術の基盤確立を行う。










図表 3　ヒトiPS 細胞等研究拠点整備事業に選定された4 機関とその事業内容の概要
出典：参考文献 20）







は、2008 年 9 月、米国企業ノボ






















2008 年 11 月に米国カリフォルニ
ア再生医療機構（CIRM；California 







































年 12 月 6 日 で あ る。 こ れ に 対











図表 4　4 機関以外の主たるiPS 細胞研究機関とその研究テ マー
し、他者からの最初の出願は、米
国ウイスコンシン大学（Wisconsin 
University）が 2007 年 3 月 23 日、
米国マサチューセッツ工科大学
（MIT）Whitehead Institute for 
Biomedical Research が 2007
年 4 月 7 日、米国ハーバード大学
（Harvard University）が 2007 年 5
月30日、ドイツ・バイエル社（Bayer 
















　京都大学は、2008 年 4 月に産
官学連携センター内に iPS 細胞研
究知財支援特別分野を設置し、そ






は、2008 年 4 月に開催された経済
産業省・文部科学省・厚生労働省
の 3 大臣との官民対話の席で、iPS










































































　既に米国 FDA は Geron 社の ES
細胞を用いた臨床試験を承認して
































クトを 2008 年 11 月に立ち上げ、













（2009 年 2 月時点）までに 10 社以
上の企業とその交渉に入っている。




































































1)　Takahashi K and Yamanaka S, Induction of Pluripotent Stem Cells from Mouse Embryonic and Adult 
Fibroblast Cultures by Defined Factors, Cell 126, 663-676 (2006)
2)　Takahashi K et al., Induction of Pluripotent Stem Cells from Adult Human Fibroblasts by Defined Factors, Cell 
131, 861-872 (2007)
3)　Nakagawa M., Koyanagi M., et al., Generation of Induced Pluripotent Stem Cells without Myc from Mouse and 
Human Fibroblasts, Nat. Biotechnol. 26(1), 101-106 (2008)
4)　Okita et al., Generation of Mouse Induced Pluripotent Stem Cells Without Viral Vectors, Science 322(5903), 
949-953, (2008)
5)　Kim JB et al., Oct4-Induced Pluripotency in Adult Neural Stem Cells, Cell 136, 411-419, (2009)
6)　特別シンポジウム、「多能性幹細胞研究のインパクト－ iPS 細胞研究の今後－」、平成 19 年 12 月 25 日開催、報告書（独）
科学技術振興機構ホームページ：
http://www.jst.go.jp/report/2007/071225_ips_sympo_report.pdf






10)　Geron Receives FDA Clearance to Begin World’s First Human Clinical Trial of Embryonic Stem Cell-based 
Therapy, Geron 社ホームページ：
http://www.geron.com/grnopc1clearance/grnopc1-pr.html
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11)　Nakajima F., Tokunaga K. and Nakatsuji N., Human Leukocyte Antigen Matching Estimations in a 
Hypothetical Bank of Human Embryonic Stem Cell Lines in the Japanese Population for Use in Cell 
Transplantation Therapy, Stem Cells 25, 983-985, (2007)
12)　ヒト iPS 細胞等を用いた次世代遺伝子・細胞療法の開発、文部科学省ライフサイエンスの広場、ホームページ：
http://www.lifescience.mext.go.jp/download/sr2/sr2-4.pdf




15)　Park, I.-H., et al., Disease-specific Induced Pluripotent Stem Cells, Cell 134, 877-886 (2008)
16)　難病患者細胞からの iPS 細胞の作成、科学技術動向、No.91、2008 年 10 月号、トピックス：
http://www.nistep.go.jp/achiev/results02.html
17)　Dimos JT, et al., Induced Pluripotent Stem Cells Generated from Patients with ALS Can Be Differentiated into 
Motor Neurons, Science 321, 1218 - 1221 (2008)：
http://www.cumc.columbia.edu/news/press_releases/stemcell-als-henderson.html
18)　三木健嗣 他、導多能性幹（iPS）細胞由来心筋細胞シートによる心筋再生治療法の検討、再生医療 8、Suppl, 254 
(2009)









25)　iPS 細胞からの膵分化誘導研究に関するノボセル社との提携について、2008 年 12 月 10 日、京都大学ホームページ：
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news7/2008/081210_1.htm


















34)　製薬協知財支援プロジェクトの活動について、JPMA News Letter, 130, 6-8 (2009)：
http://www.jpma-newsletter.net/PDF/2009_130_03.pdf
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iPS細胞に関する研究動向と課題
35)　iPS アカデミアジャパン（株）ホームページ：http://ips-cell.net/index.php










































































































































































































































































































































































































年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008



























































2007 年までに約 9 万人が調査に
参加している。追跡は 6 歳まで行
うこととなっている。デンマーク












































































































　厚生労働省は 2001 年 1 月 10





































































































































のために 2003 年から 2007 年ま




















































































































1)　NIH News, National Children’s Study Begins Recruiting Volunteers, 2009 年 1 月 13 日：
http://www.nichd.nih.gov/news/releases/jan12-09-NCS-Recruiting.cfm
2）　The National Children's Study Research Plan,  September 17, 2007.：
http://www.nationalchildrensstudy.gov/research/studydesign/researchplan/Pages/ResearchPlan.pdf
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